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《5》 

少
子
・
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
臨
む
街
の
現
場
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
経
済
を
考
え
る

特
集③ 

大
規
模
住
宅
団
地
の
再
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済

１ 

　  

ま
だ
ら
模
様
の
人
口
減
少
社

会
と
大
規
模
住
宅
団
地
の
抱

え
る
課
題

　
《
２
》
の
研
究
会
の
論
考
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
超
高
齢
・
人
口
減
少

社
会
に
対
応
す
る
第
１
の
課
題―

郊
外
住
宅
地
の
包
括
的
な
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
高
齢
者

比
率
の
高
い
住
宅
団
地
の
維
持
・

活
性
化
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、

横
浜
市
で
は「
中
期
４
か
年
計
画
」

に
掲
げ
た
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
活
力

の
あ
る
郊
外
部
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
具
体
化
に
向
け
て
、
様
々
な
取

組
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た
都

市
機
能
の
集
約
化
や
、
バ
ス
な
ど

の
地
域
交
通
等
で
つ
な
が
る
、
郊

外
部
の
緑
豊
か
な
住
宅
地
の
ま
ち

づ
く
り
や
団
地
再
生
に
取
り
組
む
、

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
郊
外
住
宅
地
で
顕
在

化
し
て
い
る
課
題
は
多
様
化
、
複

雑
化
し
て
お
り
、
あ
る
部
局
の
単

独
施
策
や
、
行
政
単
独
で
の
取
組

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

こ
こ
に
期
待
さ
れ
る
の
が
、
多

様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
、
課
題

解
決
に
向
け
た
取
組
で
あ
る
。
地

域
住
民
、地
縁
団
体
の
み
な
ら
ず
、

民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
市
民

活
動
団
体
、大
学
な
ど
の
研
究
者
、

社
会
起
業
家
な
ど
の
参
画
に
よ
り
、

地
域
の
人
材
、空
き
家
な
ど
の
場
、

様
々
な
人
の
智
慧
な
ど
、
地
域
の

中
で
人
・
モ
ノ
・
情
報
・
お
金
・
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
循
環
さ
せ
、
地
域
の

課
題
解
決
と
魅
力
づ
く
り
を
進
め

る
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
既
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
住
宅
団
地
の
取
組
か
ら
、

団
地
再
生
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
経
済
の
可
能
性
を
考
え
る
。

２ 

　  

大
規
模
住
宅
団
地
の
包
括
的

な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

た
取
組

❶ 

多
様
な
主
体
の
連
携
と
対
話
に

よ
る
課
題
の
発
見
と
解
決
策
の

共
有
化

　

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
臨

む
住
宅
団
地
の
包
括
的
な
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
上
で
、

ま
ず
私
た
ち
は
、
何
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
経
済
の

成
長
・
拡
大
期
で
あ
れ
ば
、
行
政

が
再
生
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
計

画
案
を
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
対
象
と
な
る
地

区
の
自
治
会
・
町
内
会
、
有
力
な

地
権
者
や
関
係
者
と
事
前
に
協
議

す
る
。
そ
し
て
一
般
の
住
民
の
皆

さ
ま
に
対
し
て
は
説
明
会
を
開
い

た
り
、住
民
参
加
の
手
法
に
よ
り
、

計
画
の
認
識
を
深
め
た
り
し
な
が

ら
、
事
業
を
実
施
す
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
成

長
・
拡
大
期
の
よ
う
に
地
域
社
会

の
課
題
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
明
確

で
あ
り
、
事
業
の
内
容
も
地
域
施

設
の
整
備
の
よ
う
に
明
確
で
あ
れ

ば
、
行
政
主
導
で
事
業
を
進
め
た

方
が
、
効
率
的
に
進
む
面
が
大
き

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
ま
だ
ら
模
様
の
人
口

減
少
社
会
」
を
迎
え
、
同
じ
郊
外

の
住
宅
団
地
で
も
地
域
ご
と
に
人

口
動
態
や
構
造
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

り
、
必
然
的
に
地
域
の
抱
え
る
課

題
や
住
民
の
意
識
・
ニ
ー
ズ
が
地

域
ご
と
に
変
わ
っ
て
く
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
主
導
の
ま

ち
づ
く
り
で
は
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

地
区
住
民
を
中
心
に
、
か
つ
て

の
開
発
事
業
者
や
社
会
起
業
家
、

地
権
者
、
研
究
者
、
市
民
活
動
団

体
な
ど
の
関
係
者
、
各
区
局
の
行

政
職
員
な
ど
立
場
や
利
害
の
異
な

る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、

協
働
で
課
題
や
地
域
の
魅
力
を
発

見
し
、
課
題
解
決
や
さ
ら
な
る
魅

力
Ｕ
Ｐ
に
向
け
て
目
標
を
設
定
し
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
興
す
た
め
の
土
壌

を
形
成
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
に

な
る
の
だ
。

　

こ
の
取
組
の
事
例
を
、
環
境
未

来
都
市
の
「
持
続
可
能
な
住
宅
地

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
モ
デ

ル
地
区
に
設
定
さ
れ
て
い
る
「
洋

光
台
」
と
「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北

側
地
区
」「
十
日
市
場
地
区
」
の
取

組
事
例
な
ど
か
ら
見
て
み
よ
う
。

イ
．
洋
光
台
地
区
の
事
例

　

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
洋
光
台
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川

﨑
市
、
及
び
相
模
原
市
に
よ
る
四

首
長
懇
談
会
が
、
平
成
22
年
11
月

13
日
に
開
催
さ
れ
、
４
県
市
が
連

携
し
て
「
多
世
代
近
居
支
援
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
新
し
い
制

度
の
構
築
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
に
端
を

発
し
て
い
る
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
再
生
し
、

執
筆高

井　

雄
也

建
築
局
住
宅
計
画
課
担
当
係
長

粒
羅　

百
合
子

建
築
局
企
画
課
担
当
係
長

中
澤　

正
紀

政
策
局
政
策
課
担
当
係
長
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多
世
代
が
安
心
し
て
地
域
に
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
規
制
緩
和
等
の
方
策
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

の
新
た
な
制
度
の
構
築
に
向
け
て

４
県
市
が
検
討
す
る
「
多
世
代
近

居
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」

が
設
置
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
高
齢

化
の
進
行
と
若
年
層
の
流
出
が
顕

著
で
、
か
つ
、
駅
前
の
活
性
化
の

課
題
を
抱
え
る
洋
光
台
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
、
地
域
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か
に
つ
い

て
検
討
す
る
た
め
、「
多
世
代
近
居

の
実
現
に
向
け
た
洋
光
台
地
区

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
検
討
会
」
が
設

置
さ
れ
、
平
成
23
年
９
月
か
ら
平

成
24
年
１
月
ま
で
３
回
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
検
討
会
に
は
、
神
奈
川

県
と
横
浜
市
だ
け
で
は
な
く
、
洋

光
台
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
有
識

者
そ
し
て
洋
光
台
に
団
地
を
持
つ

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
検
討
会
が
果
た
し
た
重
要
な

役
割
は
、洋
光
台
地
区
の
課
題
を
、

少
子
高
齢
化
、
住
み
替
え
の
し
に

く
さ
、
生
活
支
援
施
設
、
サ
ー
ビ

ス
の
不
足
、
駅
前
の
空
洞
化
、
担

い
手
の
不
在
な
ど
６
点
に
と
り
ま

と
め
、明
確
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、「
多
世
代
近
居
の
実

現
に
向
け
た
洋
光
台
地
区
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
検
討
会
」
を
発
展
さ
せ

る
形
で
、
平
成
24
年
５
月
に
「
洋

光
台
エ
リ
ア
連
絡
会
議
」
を
設
置

し
、
多
世
代
近
居
、
防
災
、
駅
前

再
編
・
景
観
形
成
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
そ
の
他
、
洋
光

台
地
域
の
価
値
の
維
持
・
向
上
に

資
す
る
取
組
み
を
テ
ー
マ
に
検
討

を
始
め
た
。
こ
の
連
絡
会
議
の
特

徴
は
、
机
上
の
議
論
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
住
民
を
交
え
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ち
あ
る
き
等
を
通

じ
て
洋
光
台
を
知
る
こ
と
か
ら
始

め
、
洋
光
台
の
持
つ
多
様
な
資
源

を
活
か
す
形
で
、
多
世
代
近
居
を

実
現
す
る
た
め
の
手
法
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ロ
．
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区

　
「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区
」

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
成
長
・
拡
大

期
に
田
園
都
市
沿
線
の
街
づ
く
り

を
共
に
進
め
て
き
た
開
発
業
者
で

あ
る
東
京
急
行
電
鉄
（
以
下
「
東

急
電
鉄
」）
の
提
案
に
よ
っ
て
、
本

市
と
東
急
電
鉄
に
よ
る
研
究
会
を

設
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

研
究
会
は
、
平
成
23
年
の
６
月
か

ら
始
ま
り
、
学
識
経
験
者
の
方
々

の
知
見
を
得
な
が
ら
、
様
々
な
観

点
か
ら
田
園
都
市
線
沿
線
の
郊
外

住
宅
地
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
検
討
に
よ
り
、「
既
存
の
ま

ち
」
の
暮
ら
し
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
重
視
し
た
「
次
世
代
郊
外
ま
ち

づ
く
り
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
を
超
え
て
「
官
民
共
同
」
で
推

進
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
横
浜
モ
デ
ル
」

と
い
え
る
、
最
先
端
の
「
郊
外
住

宅
地
の
再
生
型
ま
ち
づ
く
り
」
の

取
組
に
着
手
す
る
こ
と
で
合
意
。

平
成
24
年
４
月
18
日
に
、
横
浜
市

と
東
急
電
鉄
は
東
急
田
園
都
市
線

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包

括
協
定
を
締
結
し
た
。

○ 

第
１
号
モ
デ
ル
地
区
に
「
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区
」
を
決

定

　

平
成
24
年
４
月
18
日
に
締
結
し

た
「
次
世
代
郊
外
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、

第
１
号
の
モ
デ
ル
地
区
を
、
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区
に
決
定
し

た
。

　

モ
デ
ル
地
区
選
定
の
主
な
理
由

と
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区
は
、

東
急
田
園
都
市
線
沿
線
で
初
期

に
開
発
さ
れ
た
地
区
の
一
つ
で
、

開
発
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
、

住
民
の
高
齢
化
、
建
物
等
の
老

朽
化
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

・ 

戸
建
住
宅
街
、
大
規
模
団
地
、

企
業
社
宅
や
商
業
施
設
等
、
多

様
な
形
態
で
「
ま
ち
」
が
構
成

さ
れ
て
い
る
。

・ 

住
民
発
意
の
建
築
協
定
や
地
区

計
画
の
策
定
、
ま
た
昨
年
10
月

に
開
設
さ
れ
た
「
美
し
が
丘
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」な
ど
、

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
基
盤
が
あ
る
。

○ 

「
次
世
代
郊
外
ま
ち
づ
く
り
キ
ッ

ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
及
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催

　
「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地
区
」

の
再
生
型
ま
ち
づ
く
り
は
、
平
成

24
年
７
月
14
日
に
、
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
テ
ラ
ス
プ
ラ
ー
ザ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
た
「
次
世
代
郊
外
ま

ち
づ
く
り
キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
端
緒
と
し
て
開
始
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
近
隣
在
住
・

在
勤
の
方
々
を
中
心
に
２
０
０
人

以
上
の
方
が
参
加
し
、
都
市
工
学

や
建
築
の
専
門
家
の
講
演
の
後
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
垣
根
を

越
え
た
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
郊
外
住
宅

地
の
あ
る
べ
き
姿
や
方
向
性
、
方

策
等
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
考
え

る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
同

年
10
月
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今

年
の
３
月
ま
で
全
５
回
に
わ
た
り

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
ま
終
わ
ら

せ
ず
、そ
の
成
果
を
、次
年
度
以
降
、

郊
外
住
宅
地
の
地
域
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
モ
デ
ル
事
業
の
展
開

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

❷ 

団
地
内
の
既
存
資
源
を
活
用
し

て
多
様
な
住
民
主
体
に
よ
る
社

会
実
験
を
進
め
る

　

多
様
な
主
体
が
課
題
と
解
決
策

に
つ
い
て
共
有
化
し
、
団
地
再
生
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に
向
け
て
、
共
通
土
壌
を
形
成
す

る
と
と
も
に
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
期
間
限

定
で
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
が
で
き
る

社
会
実
験
を
団
地
の
既
存
施
設
を

活
用
し
て
行
う
こ
と
も
有
効
な
手

段
で
あ
る
。

イ 

．
大
規
模
団
地
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組

〜
金
沢
区
さ
ざ
な
み
団
地
〜

　

金
沢
区
並
木
１
丁
目
に
あ
る
金

沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
さ
ざ
な
み

団
地
（
住
戸
数
：
４
０
９
戸
、
昭

和
56
年
３
月
竣
工
）
で
は
、
商
店

街
の
活
性
化
が
望
ま
れ
て
お
り
、

店
舗
を
所
有
す
る
地
元
商
店
会
と

横
浜
市
住
宅
供
給
公
社
が
、
商
店

街
の
活
性
化
に
向
け
た
定
期
的
な

意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
と
連
携
し
て
金

沢
文
庫
駅
前
の
す
ず
ら
ん
通
り
商

店
街
で
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
休

憩
所
を
開
設
し
た
実
績
の
あ
る
、

関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
横
森
ゼ

ミ
の
協
力
を
得
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
、
商
店
街
の
活
性
化
に
向

け
て
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。

　

団
地
内
に
は
、
横
浜
市
住
宅
供

給
公
社
が
所
有
す
る
空
き
店
舗
区

画
が
あ
り
、
地
元
商
店
会
の
「
セ

ン
タ
ー
シ
ー
サ
イ
ド
名
店
会
」、「
関

東
学
院
大
学
経
済
学
部
横
森
ゼ

ミ
」、
横
浜
市
が
連
携
し
、
地
域
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
夏
季
期
間
に
開
設

し
、
関
東
学
院
の
学
生
が
そ
の
担

い
手
と
し
て
カ
フ
ェ
を
運
営
し
た
。

　

こ
の
カ
フ
ェ
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
育
む
地
域
交
流
拠
点
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
、
イ
ギ
リ
ス
風
の

カ
フ
ェ
で Food &

 D
rink 

を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
多
世
代
交
流
イ

ベ
ン
ト
（
子
ど
も
の
学
習
教
室
・

商
店
会
と
大
学
が
協
力
し
た
お
祭

り
の
開
催
、
落
語
等
）を
開
催
し
、

延
べ
23
日
間
で
、
７
４
５
名
が
訪

れ
た
。

　

地
域
住
民
の
方
か
ら
も
「
休
憩

所
の
よ
う
な
場
所
が
ほ
し
か
っ

た
」、「
買
い
物
帰
り
に
ち
ょ
っ
と

寄
れ
て
良
い
」、「
商
店
街
の
活
性

化
に
若
い
人
た
ち
が
中
心
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
も
寄

せ
ら
れ
、
団
地
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
と
し

て
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。

❸ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
事
業
の
持
続

可
能
性
を
担
保
す
る
仕
組
み
づ

く
り

　

情
報
の
共
有
化
や
社
会
実
験
に

よ
っ
て
、
一
定
程
度
の
成
果
の
共

有
化
と
と
も
に
、
本
格
的
な
団
地

再
生
の
取
組
に
向
け
て
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
事
業
の
持
続
可
能
性
を

担
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要

に
な
る
。

　

緑
区
十
日
市
場
町
に
、
こ
れ
か

ら
の
横
浜
モ
デ
ル
と
な
る
環
境
配

慮
型
の
ま
ち
が
、
平
成
24
年
５
月

に
完
成
し
た
。
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
横

浜
線
十
日
市
場
駅
か
ら
徒
歩
５
分

の
市
有
地
。
定
期
借
地
権
付
き
分

譲
住
宅
と
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

等
の
省
エ
ネ
設
備
を
備
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
る

パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
省
エ
ネ
戸

建
住
宅
11
戸
で
あ
る
。（
写
真
１
）

　

こ
の
住
宅
地
は
、
整
然
と
建
ち

並
ぶ
整
形
の
住
宅
地
で
は
な
く
、

自
然
の
斜
面
地
形
を
生
か
し
、
多

角
形
の
敷
地
割
で
住
宅
を
ラ
ン
ダ

ム
に
配
置
し
、
敷
地
間
に
門
塀
の

仕
切
り
が
な
い
、
緑
豊
か
な
環
境

で
あ
る
。
ま
た
、
最
大
の
特
徴
と

し
て
11
世
帯
が
共
有
で
使
用
す
る

「
み
ん
な
の
庭
」
と
呼
ば
れ
る
住
民

同
士
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
に
向
け
た
空
間
を
住
宅
地
の

中
心
に
配
し
、
空
間
と
し
て
住
民

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
意
図
的
に
設

け
た
こ
と
に
あ
る
。（
写
真
２
・
３
、

図
１
）

　

こ
の
空
間
で
は
、
環
境
に
配
慮

し
た
住
ま
い
方
や
防
犯
・
防
災
の

勉
強
会
、
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

の
住
民
同
士
の
催
し
が
日
々
開
催

さ
れ
て
い
る
。
共
有
部
や
住
宅
間

の
門
塀
が
な
い
こ
と
で
、
互
い
の

敷
地
を
子
ど
も
同
士
が
行
き
来
し

て
遊
び
、
お
隣
の
草
む
し
り
を
自

然
に
行
う
な
ど
、
交
流
で
き
る
空

間
を
設
け
た
こ
と
で
、
多
世
代
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

実
は
、
こ
の
住
宅
地
の
設
計
と

工
事
に
加
え
て
、
完
成
後
の
住
宅

の
省
エ
ネ
効
果
の
検
証
や
住
民
の

環
境
に
配
慮
し
た
住
ま
い
方
サ

ポ
ー
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
の
は
、

地
元
企
業
の
Ｊ
Ｖ
で
あ
る
。
住
宅

地
が
持
続
可
能
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
は
、
地
元
企
業
が
、
住
宅
を

造
る
だ
け
で
な
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
企
業
と
住

民
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
に
根
差
し

た
今
回
の
よ
う
な
取
組
は
、
既
存

住
宅
団
地
の
再
生
を
含
め
た
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か

も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
地
元

企
業
の
環
境
分
野
に
お
け
る
住
宅

事
業
へ
の
参
画
、
産
学
官
と
の
連

携
、
市
有
地
の
活
用
な
ど
様
々
な

施
策
を
実
現
し
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、

今
後
も
事
業
の
実
績
を
活
か
し
た

次
の
展
開
と
し
て
、「
十
日
市
場
地

区
で
の
持
続
可
能
な
住
宅
地
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
現
に
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
。

３ 

　  

今
後
の
展
開
〜
持
続
可
能
な

郊
外
住
宅
団
地
の
再
生
へ
向

け
て

　

横
浜
市
は
、平
成
23
年
12
月
に
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
環

境
未
来
都
市
」
に
指
定
さ
れ
、
そ

写真１　全景写真３　住民交流会 写真２　みんなの庭
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の
う
ち
の
主
要
事
業
と
し
て
、「
持

続
可
能
な
住
宅
地
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
取
組
が
、

青
葉
区
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
北
側
地

区
、
磯
子
区
洋
光
台
エ
リ
ア
、
緑

区
十
日
市
場
町
周
辺
地
区
で
あ
る
。

　

そ
の
目
的
は
、
住
み
慣
れ
た
身

近
な
地
域
で
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
生

活
圏
の
拠
点
と
な
る
駅
周
辺
や
団

地
の
中
心
部
な
ど
に
、
周
辺
住
民

の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な

機
能
を
集
積
し
、
郊
外
の
住
宅
地

の
住
環
境
を
維
持
し
拠
点
駅
と
の

交
通
を
確
保
す
る
な
ど
、
市
民
生

活
を
支
え
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
住
宅

地
の
形
成
を
進
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
化
や
省
エ
ネ
、
災

害
対
策
な
ど
複
合
化
し
た
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
民
間
活
力

を
導
入
し
た
取
組
を
中
心
と
し
て
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
「
超
高
齢

化
や
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
住
宅
地
モ
デ
ル
の
構
築
」
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

横
浜
市
の
郊
外
住
宅
団
地
で
は
、

居
住
者
の
高
齢
化
や
建
物
の
老
朽

化
へ
の
対
応
、
医
療
・
介
護
・
生

活
支
援
の
充
実
、
多
世
代
交
流
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
地

域
自
治
機
能
の
充
実
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
人
口
減
少
、
少
子
・
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
空
き
家
・

空
き
地
等
の
増
加
を
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
生
活
支
援
の
拠
点
に
し

う
る
資
産
と
、
高
齢
者
の
急
激
な

増
加
を
地
域
活
動
の
豊
富
な
担
い

手
の
出
現
と
プ
ラ
ス
に
捉
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
に
よ
る

多
世
代
交
流
、
地
域
内
で
の
見
守

り
・
支
え
あ
い
、
地
域
交
通
の
維

持
な
ど
を
発
展
的
に
展
開
さ
せ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
を
成
立
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
、「
大
規
模
住
宅
団
地

の
再
生
」
の
真
髄
で
あ
ろ
う
。

図１　みんなの庭・住戸配置の概念図


